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Ⅰ．本稿の目的
　筆者ら 3 名は，いずれも教育方法や教育課程

に焦点を当てた研究を行っている。また，対話的

で深い学びを引き出す協同学習ツールとして「看

図アプローチ」という教育手法を開発してきた。

看図アプローチは汎用性の高い授業づくりの方法

である。研究を重ねる中で看図アプローチは看護

教育とも親和性が高いことが分かってきた。その

ため筆者らも看護教育に看図アプローチを活用す

る研究を進めてきた｡ 本稿は，それら一連の研究

に位置づけられるものである｡

　近年看護教育学は著しい発展を見せている。

2025 年に「看護学教育モデル・コア・カリキュ

ラム」の「令和 6 年度改訂版」が出された ( 看

護学教育モデル・コア・カリキュラム改訂に関す

る連絡調整委員会 2025)。そこでは，看護教育

の教育課程を考える上で重要な指摘もなされてい

る。その部分を引用しておく。

　看護学教育はコンピテンシー基盤型教育へ

の転換が求められている。しかし，学ぶべき

知識を系統的に整理した内容（コンテンツ）

が重視された伝統的枠組みに，コンピテンシー

基盤型の枠組みを融合させることは難渋なこ

とである。何よりも資質・能力の育成には，

知識の質と量が必然であることを忘れてはな

らず，コンテンツとコンピテンシーの関係を

明確にし，様々な教育手法を駆使して，コン

ピテンシー基盤型教育を行うことが大切であ

ろう。（pp.4-5）

　この主張は次の 3 つのことを含んでいる。

①看護教育の教育課程はコンピテンシー基盤

型に転換されるべきである。

②しかしコンピテンシー教育には，コンテン

ツつまり知識の質と量も必然的に重要とな

る。

③コンテンツ基盤型とコンピテンシー基盤型

と融合させるのは極めて難しく，様々な教育

手法を駆使する必要がある。

　同様の問題意識をもって取り組んでいる先行研

究がなされている。まずそれを概括しておく。織

田（2024）は厚生労働省から提言された「看護

基礎教育検討会報告書」を基礎文書として，コン

テンツ教育とコンピテンシー教育の融合のあり方

を次のように整理している。

　2022 年度より新カリキュラムがスタートし

た。この改正カリキュラムでは，「解剖生理学
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や薬理学を充実させ，臨床判断能力の基盤を

強化する（厚生労働省 2019,p.9）」 ことが求め

られている。筆者が捉える臨床判断能力とは，

患者の状態を的確に把握し，適切な判断を行

い，必要に応じた看護援助を提供する能力を

さす。つまり，解剖生理の知識を活用して疾

患のメカニズムや治療方法を理解し，患者に

起きうる反応を予測し，それを看護に結びつ

けることが期待されている。（織田 2024,p.3）

　この整理では，「解剖生理の知識」がコンテン

ツ，「臨床判断能力」がコンピテンシーに相当する。

先にみたように，コンテンツの学びとコンピテン

シーの学びを融合させるのは「難渋なこと」であ

るが，それ以前にコンテンツの学びを成立させる

ことも極めて難しいのである。織田（2024）は

その事情についても整理している。

　解剖生理は医療従事者にとって必須の知識

であり，1 年次に履修することが多い。しかし，

入学間もない学生にとっては日常生活で馴染

みのない知識であり，専門用語や抽象的な概

念（例えば神経支配やホルモンの作用など）

を理解する必要がある。また，解剖の三次元

的な構造を二次元の図や写真だけで理解する

のは難しい。これらの要因により，学生は解

剖生理に対して苦手意識を抱きやすく，知識

として定着しにくい。さらに，単に暗記する

だけの学習では，知識の本質を理解すること

が難しい。このような背景から解剖生理の知

識を活用できず，臨床判断や患者理解に結び

つけることが困難になると考えられる。（織田

2024,p.4）

　このような，解剖生理学コンテンツ学習の難し

さを克服し，かつ臨床判断能力というコンピテン

シーを育成するために織田が採用している教育方

法が看図アプローチである。本研究は，この織田

の実践・研究を足がかりにして進めていく。織田

は，解剖生理学を科目として取り上げている。そ

のため筆者らも解剖生理学を取り上げる。このよ

うな形で研究を積み重ねることにより，解剖生理

学の学び方を一層「充実」させていくことができ

る。さらに，知識と知識のつながりを重視する看

図アプローチを活用することで，臨床判断能力と

いうコンピテンシー育成につながるプログラムを

開発していきたい。

　以上の目的を達成するため次のことを行ってい

く。看図アプローチの定番教材「ふろしき」絵図

とその活用方法をまず紹介する。定番教材なの

で，すでにいろいろなところで活用されている。

本稿では看図アプローチに初めて取り組む方でも

使いこなせるように，ひとつひとつのステップを

丁寧に説明していく。これにより看図アプローチ

とはどのようなものなのかを理解することができ

る。特に看図アプローチが仮定している情報処理

モデルを体験的に理解できる。その後に「ふろし

き」絵図および看図アプローチ理論を解剖生理学

の学びにつなげていく。「ひとつひとつの知識や

理論をつなげていく」ことをキーコンセプトにし

たワークショッププログラムにまとめて紹介して

いく。

　ワークショッププログラムなので，その雰囲気

が伝わるように，次節以降は「ですます」体で稿

をまとめていく。

Ⅱ．看図アプローチ定番教材「ふろしき」絵図
　新しいメンバーで協同学習を行う場面では，通

常アイスブレイクをしてから学習課題に取り組ん

でいきます。このため私たちは看図アプローチを

活用したアイスブレイク用の教材をたくさん開発

してきました。例えば鹿内（2015）で紹介して

いる「ひみつの絵」「むりくりうし」や石田（2025）

の「『きゅうちゃん』でアイスブレイク」などです。

これらはアイスブレイクプロセスの中に「自己開

示」を含んでいるのが特徴です。一方，これまで

の看図アプローチ実践・研究（例えば鹿内・石田

2025）では，ビジュアルテキスト（絵図・写真等）

の読み解き活動を入れただけでアイスブレイクが

促進されることが分かっています。アイスブレイ
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クタイムを特に設定しなくても看図アプローチを

行っていれば，自然にアイスブレイクができてし

まうのです。ここで紹介する「ふろしき」もその

タイプの教材です。

　看図アプローチは「見ること」から始めていく

授業づくりの方法です。看図アプローチでは「見

ること」について極めてシンプルな情報処理モデ

ルを考えています。そしてその情報処理モデルに

従って授業をデザインしていきます。看図アプ

ローチが仮定する「見ること」の情報処理は「変換」

「要素関連づけ」「外挿」の 3 つです。看図アプロー

チを活用した授業をデザインするためには，これ

ら 3 つの情報処理を理解しておくことは必須で

す。また看図アプローチを活用した授業に参加す

る人も，これらの処理を理解しておけば学びをス

ムーズに進めていけます。これら 3 つの情報処

理がどのようなものかを体験的に学べる教材も，

私たちはたくさん開発してきました。中でも私た

ちが「ふろしき」と呼んでいる絵図は人気があり，

多くの先生方に活用いただいています。本稿では，

「ふろしき」絵図を初めて活用する方を想定して，

3 つの情報処理を学んでいくためのスライド構成

を紹介します。本稿の読者がそのスライドをその

まま活用できるように，スモールステップにして

説明していきます。「ふろしき」絵図の使い方説

明が済んだ後，このワークがアイスブレイクの働

きをもつことの理由についても解説します。なお

ワークの前に学習者には「ふろしき」絵図のコピー

を配付しておきます。ワークシートにもなるよう

に，絵図の枠外にメモ用の余白をつけておくと便

利です。

Ⅱ－１　「ふろしき」変換ステップ
　それでは順番に説明していきます。まずスライ

ド 1-1 を呈示します。鹿内（2016）でも「ふろ

しき」絵図を紹介しています。今回用いる「ふろ

しき」絵図では 1 箇所描き加えています。実践

されるときは古いバージョンでなく，今回のバー

ジョンを使用してください。

スライド 1-1

　「変換」処理から学んでいくので，スライド

1-1 に「変換」の定義を加えていきます。スライ

ド 1-2 です。

スライド 1-2

　看図アプローチの情報処理は発問によって引き

出していきます。そこでスライド 1-2 に，変換を

引き出す発問を付け加えます（スライド 1-3）。

スライド 1-3
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　変換発問をするときは「『もの』ですから名詞

を書き出してください」とひとこと言い添えると

学習者は混乱しません。また「○個あげてくださ

い」の「○個」は状況に応じて変えて構いません。

表現する言葉をもっている人なら 20 から 30 個

あげることができます。今回のように導入教材と

して活用する場合は，5 から 10 個のうちの任意

の数を指示すれば良いでしょう。また「5 個以上

できるだけたくさんあげてください」という指示

の仕方もできます。

　学習者全員が指示された数の「もの」を書き上

げたら，それをラウンドロビン（メンバーが順番

に発言していく協同学習の進め方）でグループ共

有していきます。ひとり１個ずつ順番に発表して

いきます。自分が気づいていなかった「もの」を

他の人が発表してくれたら，それを赤字で自分の

ワークシートに書き足してもらいます。自分が書

き出したものが全部メンバーに言われてしまった

人はパスしても構いません。

　発表が出尽くしたら，全体シェアとして「もの」

の名前をスライド上で確認します。これは「変換

処理というのはこのようにすることだ」というこ

とを確認してもらうステップです。このためスラ

イド 1-4 のように「手首」「そで」「ふろしき」「親

指」「結び目」「箱」のように 6 個程度示してあ

げれば大丈夫です。これで「変換」のワークは一

区切りです。

スライド 1-4

Ⅱ－２　「ふろしき」要素関連づけステップ
　次は「要素関連づけ」です。ここで呈示する

スライド 2-1 はスライド 1-1 とほぼ同じですが，

このあと表示していく文字情報のレイアウト上の

都合で，ふろしき絵図の位置を変えています。

スライド 2-1

　このスライドに「要素関連づけ」の定義を加え

ていきます。スライド 2-2 です。

スライド 2-2　

　要素関連づけ処理も変換と同様に，発問によっ

て引き出していきます。そこでスライドに変換を

引き出す発問を付け加えます（スライド 2-3）。

スライド 2-3
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　基本発問はスライド 2-3 にあるとおりですが，

これだけだと発問の意図が伝わらない学習者も出

てきます。そこで，次の補足も口頭で付け加えて

ください。「取り出して欲しい『こと』は『事実』

です。『事実』ですから，誰が見ても『そうだな』

と思えることを書き出してください。」

　全員が書き出しを済ませたら，グループごとに

バズセッションでシェアしてもらいます。バズ

セッションはグループでワイワイガヤガヤ自由に

話し合っていく協同学習の進め方です。バズセッ

ションの後，いくつかのグループを指名して答え

をクラス全体でシェアします。またスライド 2-4

のように授業者が用意してある答えも呈示しま

す。

スライド 2-4

　この時，授業者は口頭で次のことを確認してあ

げます。「『ふろしき』という要素と『箱』という

要素が関連づけられている『こと』でしょう。」

「こっちは『ふろしき』という要素と『指』とい

う要素が関連づけられている『こと』でしょう。」

「またこれらは，みなさん誰もが『そうだな』と

思えることです。これが要素関連づけです。」こ

れで要素関連づけのワークは一区切りです。

Ⅱ－３　「ふろしき」外挿ステップ
　次は「外挿」です。外挿のワークでも最初に呈

示するスライドはスライド 2-1 と同じですが，ス

ライド 3-1 として再掲しておきます。

スライド 3-1（スライド 2-1 再掲）

　このスライドに「外挿」の定義を加えていきま

す。スライド 3-2 です。

スライド 3-2

　外挿処理も発問によって引き出していきます。

そこでスライドに外挿発問を付け加えます。スラ

イド 3-3 です。

スライド 3-3
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　発問を呈示しながら「この絵を手がかりにして

想像できる『こと』を答えてください」という補

足もしてあげます。この答えもグループバズセッ

ションで共有してもらいます。さらに外挿例を書

き加えたスライド 3-4 を呈示します。

スライド 3-4

　「ふろしきを包もうとしている」を例示した時

に「これはみなさんが想像によって取り出した『こ

と』ですよ。なぜならこれは『ふろしきを開こう

としている』という読み解きもできるからです」

と補足します。その後で「ふろしきを開こうとし

ている」という情報をスライド上に出します。さ

らに「ふろしきをぶら下げている」という読み解

きも可能です。このように「これらは全部，描か

れていることを超えて発展的に考えていく活動に

なりますね」と確認します。ここまでで看図アプ

ローチが仮定しているビジュアルテキストの情報

処理「変換」「要素関連づけ」「外挿」の理解は完

了します。

　変換→要素関連づけ→外挿の順で高次の情報処

理になっていきます。これらは情報を取り出した

り情報と情報を関連づけたりする処理です。看図

アプローチでは，この一連の情報処理を段階を踏

んで学習者に行ってもらいます。この活動をとお

して，学習者たちはグループの中で発表する「も

の」や「こと」を無理なく準備することができま

す。話すことが頭の中にあるということ，しかも

それらが相互に関連づけられているということは

安心感をもたらしてくれるものです。この安心感

に支えられて活発なグループ活動が生まれてきま

す。特別にアイスブレイクタイムを設けなくても

いいのです。これは看図作文の授業を行うと「書

くことがない」「どう書いていいのか分からない」

という学習者がいなくなる現象と同じです。

Ⅲ．定番教材「ふろしき」の発展的応用
Ⅲ－１　爪に関するウソ・ホント
　「ふろしき」絵図は発展的応用ができるという

長所をもっています。Ⅱで取り上げた内容を「解

剖生理学」あるいは「解剖学」に接続させる方法

を紹介します。これは鮫島・呉・西村・糸井・石

田（2022）のアイデアを参考にして考案しました。

基本のスライドはスライド 4-1 です。

スライド 4-1

　絵図は「ふろしき」絵図の左半分を使います。

これもコピーして学習者に配付しておきます。

ワークシートとして使うのでメモを書き込める余

白を取っておくと良いでしょう。基本のスライド

上で「変換の応用発問」を呈示します。スライド

4-2 です。

スライド 4-2
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　通常の「変換」では，変換する言葉は学習者の

頭の中にあるものです。ここでは変換する言葉の

リストを授業者の方で呈示します。そのリストも

スライド上で呈示します。スライド 4-3 です。

スライド 4-3

　①爪甲から⑦尺骨茎状突起まで，それぞれの名

称が「ふろしき」絵図のどこに当たるのかをグルー

プバズで考えてもらいます。このときひとつ大切

な注意を与えてください。何も注意しないと学習

者たちは「①はここでしょう」「②はなんとなく

ここかなぁ」のように番号を使って話し合いをし

てしまいます。言葉は使って身に付けていくもの

ですから，番号ではなく爪甲から尺骨茎状突起ま

での言葉を使って話し合うよう，必ず注意をして

ください。またワークシートに記入するときも「爪

甲」とか「爪甲遊離縁」等の「言葉」を記入して

もらいます。学習者全員の記入が終わったら答え

を確認していきます。爪甲から尺骨茎状突起まで，

絵の中のどこに当たるのかを各グループ順番に答

えてもらっても良いでしょう。またスライド 4-4

によって授業者が確認するのも効果的です。

　なおこのワークでは①爪甲から⑦尺骨茎状突起

までの言葉の意味を授業者が説明しません。授業

者の説明がなくても学習者たちは対話的学びに

よって正答に到達してくれます。これは医療系の

学部学科学生に限りません。文系学部の学生や小

学校の先生方が学習者であっても対話的学びに

よって正答にたどり着いてくれます。

スライド 4-4

　次は，要素関連づけの応用発問です。スライド

4-5 です。

スライド 4-5

　この発問に対する答えもグループ内のバズセッ

ションで見つけてもらいます。これまでの筆者ら

の実践では「側爪郭がないと爪が四方八方に伸び

てしまって日常生活に困るから」という考えを発

表してくれた人がいました。もちろんこれも正解

ですが，一般的な解剖生理学の教科書にたいてい

書かれている答えをスライドで確認しておきま

す。スライド 4-6 です。

スライド 4-6
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　この答えを導くためには外挿も少し関わってい

ますが，基本的には「側爪郭と爪甲」を関連づけ

た要素関連づけによって導かれる答えです。

　ここまで，変換と要素関連づけを引き出す応用

発問を紹介してきました。次は外挿です。少しレ

ベルを上げて「外挿を含むクリティカルシンキン

グ」を引き出す手順を紹介します。クリティカル

シンキングとは，簡単に言うと，他者の主張や意

見を鵜呑みにしないことです。そのためにファク

トチェックをしたり，他の見方・考え方を探した

りすることが必要になります。「ふろしき」絵図

から外挿を含むクリティカルシンキングを引き出

す手順をまとめているのがスライド 4-7 です

スライド 4-7

　スライド 4-7 は，Google で「爪甲遊離縁」を

検索した結果です。「AI によるまとめ」を引用し

てあります。これを閲覧した時の日時を記録して

おくのを失念していましたが，筆者らが閲覧した

時にはスライド 4-7 に引用したことが書かれてい

ました。Google の回答には必ず「AI の回答には

間違いが含まれている場合があります。」と書か

れています。検索結果を鵜呑みにしてはいけない

のです。AI から情報を受け取ったらクリティカ

ルシンキングしてみる必要があります。クリティ

カルシンキングを引き出すための発問がスライド

中の「Q2」です。

　スライド 4-7 の Q2 に対する答えをグループで

話し合ってもらいます。話し合いが一段落したら

各グループから案を出してもらい，クラス全体で

シェアします。様々な答えが出されますが，その

時の学習たちの特性によってあまり答えが出され

ないこともあります。いろいろな状況に対応でき

るよう，授業者も Q2 に対する回答例を用意して

おきます。以下に筆者らが考えた実験例を 2 つ

紹介します。

実験例１
　写真 1 は，切った爪（爪甲遊離縁）です。こ

れを 24 時間水につけておきます（写真 2）。そ

の後取り出したものが写真 3 です。写真 1 と写

真 3 の爪甲遊離縁の色は同じです。「乾燥して白

くなる」説に疑問を投げかける結果になりました。

写真１

写真２

写真３
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実験例 2
　写真 4 では爪甲遊離縁が白くなっていること

が確認できます。指先を強度のある平面に押し付

けた状態が写真 5 です。押し付けることにより

指先の血流が滞り爪甲の先端部分が白くなりま

す。この白さと爪甲遊離縁の白さは同じです。こ

れは簡単にできる実験ですので自分でも試してみ

てください。爪甲遊離縁は乾燥して白くなってい

るのではありません。もともと，そういう色をし

ているのです。

写真４

写真 5

　以上 2 つの実験から「爪甲遊離縁に関する AI

のまとめ」は「誤りである」可能性が高い，とい

うことになります。これらの実験例も写真やスラ

イドによって学習者たちに伝えてあげればいいと

思います。

Ⅲ－２　伸筋腱を手がかりにして解剖生理学の学
びを深める
　「ふろしき」絵図には「長母指伸筋腱」も描き

込まれています。ここからは「長母指伸筋腱」を

手がかりにして解剖生理学の学びを深めていきま

す。基本のスライドはスライド 5-1 です。

スライド 5-1

　
長母指伸筋腱は絵では表しにくいので，実写

バージョンも見てもらいます。スライド 5-2 です。

スライド 5-2

　
写真にははっきりと長母指伸筋腱が写っていま

すから，学習者たちは全員，長母指伸筋腱がどれ

なのかを示すことができますが，念のため確認し

ておきます。スライド 5-3 です。

スライド 5-3
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　これは，看図アプローチの情報処理「変換」に

あたります。ここで取り上げているのは長母指伸

筋腱です。わざわざ「『長』母指伸筋腱」と言っ

ているのですから「『短』母指伸筋腱」もあるは

ずです。そこで「『短母指伸筋腱』を自分の手で

探してください」という指示を出します。写真で

は分かりにくいのですが，自分の手で探すと短母

指伸筋腱は見つかりやすいです。これも，グルー

プで自由に話し合いながら探してもらいます。ま

た，スライド 5-4 も示し，確認してもらいます。

スライド 5-4

　
長母指伸筋腱と短母指伸筋腱の間にくぼみがで

きていますが，ここにもちゃんと名前がついてい

ます。その名前も確認してもらいます。スライド

5-5 です。

スライド 5-5

　
「解剖学的嗅ぎタバコ入れ」という風変わりな

名前がついています。嗅ぎタバコを嗜む時，この

くぼみに嗅ぎタバコを入れ鼻から吸引することか

ら，こういう名前がついています。ちゃんとした

学術用語になっています。スライド 5-5 では解剖

学用語を 3 つ学んでもらいました。そこで次の

指示をします。

「長母指伸筋腱」「短母指伸筋腱」「解剖学的嗅

ぎタバコ入れ」の 3 語をつかって文を作って

ください。

　この指示に基づいた文を学習者たちに作っても

らいます。いくつかの文が作れますが典型的なの

は次の文です。「長母指伸筋腱と短母指伸筋腱の

間にできるくぼみを解剖学的嗅ぎタバコ入れとい

います。」

　この活動は「要素関連づけ」になります。要素

と要素をつないだり結びつけたりすることにより

意味が生まれてくるのです。学習者たちに自分た

ちが行っている活動の意義を理解してもらうため

にスライド 5-6 も参照してもらいます

スライド 5-6

　看図アプローチを活用した解剖生理学の学び

を，ここからさらに深めていくことができます。

そのための指示と発問がスライド 5-7 です。

スライド 5-7
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　Q1 についても，グループで話し合いながら「気

づき」を共有してもらいます。「解剖学的嗅ぎタ

バコ入れ」の部分を触診していると脈動を感じる

ことができます。それは橈骨動脈に触れているか

らです。普段私たちが脈を取る，手首のところに

ある動脈が橈骨動脈です。その動脈が掌側から手

の甲側にぐるりと回ってきています。そして「解

剖学的嗅ぎタバコ入れ」のところで脈動している

のです。橈骨動脈の部分を押してみると，その下

に骨があることが分かります。その骨を「舟状骨」

と呼びます。このようなことを理解するのも要素

関連づけ処理によって行っていきます。これも大

切な学びですのでスライド 5-7 の中に書き出して

呈示します。それがスライド 5-8 です。

スライド 5-8

Ⅳ．骨の解剖生理学につなぐ
　「橈骨」「舟状骨」が出てきたので，ここからは

「骨の解剖生理学」を学んでいきます。

　やはり「ふろしき」絵図からの発展です。使用

するのはスライド 6-1 です。

スライド 6-1

　図 1 に描かれている「もの」を「尺骨茎状突起」

という言葉に「変換」する活動はすでに行っても

らっています。今度は「尺骨茎状突起」という言

葉を図 2 に描かれている部分に変換してもらい

ます。これまでとは逆方向の変換になります。そ

の処理を引き出すための発問が Q1 です。なお図

2 は，複数の図版を参考にして本稿第 2 筆者石田

がイメージ図にまとめたものです。Q1 に対する

答えもグループで自由に話し合ってもらいます。

図 1 と図 2，2 つのビジュアルテキストを組み合

わせることで新しい「変換」と ｢要素関連づけ｣

を引き出すことができます。

　スライド 6-1 中の Q1 の答え合わせを兼ねてス

ライド 6-2 を呈示します。

スライド 6-2

　スライド 6-2 では，骨に関する解剖生理学用

語を増やしていきます。ここでは新たに「尺骨」

「橈骨」「橈骨茎状突起」という用語を呈示します。

橈骨と尺骨の上には「手根骨」と呼ばれる８個の

骨があります。そのひとつが舟状骨です。これを

見つけてもらうのが「舟状骨はどれですか？」と

いう発問です。舟状骨はスライド 5-8 でも出てき

ている既習事項です。しかしスライド 6-2 の図 2

から舟状骨を同定するのは至難の業です。しかし，

これも看図アプローチを活用すれば見つけ出すこ

とができるのです。しかもその方法はスライド

5-8 ですでに示してあるのです。数分前に学んだ

ことなのにもかかわらず学習者たちはそれをすっ

かり忘れています。そこでスライド 5-8 の情報を

再掲したスライド 6-3 を呈示します。そこに描い
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てある舟状骨を探り当ててもらいます。要素関連

づけを 2 回繰り返すことによって舟状骨を同定

することができます。この手順を説明しているの

がスライド 6-3 になります。

スライド 6-3

　スライド 6-3 中の文章を手がかりにして，グ

ループで話し合いながら舟状骨を同定してもらい

ます。いくつかのグループの答えをクラスでシェ

アした後，確認スライドとしてスライド 6-4 を呈

示します。

スライド 6-4

　手根骨は舟状骨を含めて 8 個あります。学習

者にはスライド 6-5 を用いて各骨の名称と位置関

係を把握してもらいます。このイラストも複数の

資料を参照し第２筆者石田が作成したイメージ図

です。

スライド 6-5

　ネットを調べると手根骨を語呂合わせで覚える

方法が出てきます。骨の名前と並びの順番を記憶

するのに役立ちますので，学習者たちにはそれを

検索し活用してもらうといいでしょう。

　しかし，各骨の名称の意味を理解したうえで覚

えた方がより確実な知識として定着します。とこ

ろがそれが難しいのです。８個の手根骨は，どれ

もその形状から命名されています。しかし「豆状

骨」以外は，その名称と形状を一致させにくく

なっています。例えばスライド 6-5 中にある舟状

骨は舟のようには全く見えません。スライド 6-5

の中にある形状を「舟状」と変換するのは骨の折

れることです。そこで看図アプローチの出番です。

どうしたら各骨の形を名称に変換しやすくなるの

かを探るため，第２筆者石田は自らが出講してい

る大学の解剖生理学研究室に行ってきました。そ

して骨見本を撮影してきました。それがスライド

6-6 です。

スライド 6-6
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　骨同士がくっついている写真では形状と名称が

一致しないのですが，バラバラにして見ると「変

換」が容易になります。学習者たちには，スライ

ド上部にランダムにリストしてある各骨の名称を

ひとつ選び①～④の空欄に書き込んでもらいま

す。グループで話し合って決めてもらうとほとん

どのグループが正解できるようになります。豆状

骨は豆の形をしているし，三角骨は三角の面を

もっています。月状骨は確かに三日月形をしてい

ます。舟状骨も人が乗り込むくぼみをもった舟に

見えてきます。このようにすると，骨の形状から

名称への「変換」が容易になるということを実感

してもらえるのではないでしょうか。

　手根骨はまだ 4 つ残っていますが，本稿での

紹介はここまでにしておきます。ここまで見てい

ただいたように，看図アプローチと解剖生理学は

とても親和性があります。ほかの骨や筋肉の解剖

生理学の学習プログラムも組み立てることができ

ます。「全国看図アプローチ研究会」の会員の皆

様にニーズがあるようでしたら，ほかのプログラ

ムも開発・提供していきたいと思います。

Ⅴ．こまごまとした名前を学ぶことの意義
言葉を知ることは世界を見る力になる
　「小さな骨ひとつひとつの名前のようなこまご

ましたことをなぜ学ぶのか。」こういう疑問をもっ

ている学習者は必ずいます。そのような学習者に

は「学ぶことの意義」を理解してもらう必要があ

ります。その答えのひとつが「言葉を知っていれ

ば世界が見えてくる」ということです。実際に，

言葉を知る前の学習者には「爪甲遊離縁」や「側

爪郭」は見えていなかったはずです。本稿で紹介

している一連のワークは「言葉を知ることは世界

を見る力になる」のだということを体験的に理解

させてくれます。

先達に聞いてみる
　年齢を重ねていけば「自分が行ってきたことに

はすべて意味があったのだ」と気づいていきます。

しかし，発展途上にある若い人たちにそれを理解

してもらうのは難しいと思います。それでも「意

味は後で分かってくる」ということを伝えておく

必要はあると思います。私たち年長者が，自らの

体験談を交えながらそのことを伝えていくことも

できます。しかし，より効果的なのはすでに様々

な領域で物事を成し遂げている先達の言葉に耳を

傾けてもらうことではないでしょうか。そのため

におすすめなのが『夢さがしエトセトラ』（写真６）

という本です。10 代の子どもを持つ母親 2 人が，

自分の生き方を探し始めている人たちに読んでも

らうためにまとめた本です。「ひと足先に道を選

んだ 30 人からのメッセージ」というサブタイト

ルがついています。

写真６

　文字どおり，先達から若い人たちに向けたメッ

セージ集です。少し古い本ですが，内容はまった

く古びていません。どのメッセージも含蓄があり，

読む人の心に届くものばかりですが本稿の文脈に

即してひとつだけ紹介しておきます。「信頼でき

る歯医者さん 2000 人」に選ばれた歯科医富澤誠

氏からのメッセージの一部です。スライド 7-1 に

載せておきます。
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スライド 7-1

　看図アプローチは，知識と知識をつないでいく

方法も学習者に提供していくことができます。看

図アプローチは，若い人たちが，探している答え

を見つけ出すための方法でもあるのです。しかし，

知識をつないでいった先で，どのような世界にた

どり着けるのか，そのイメージをもつために，富

澤氏のような先達の言葉を届けてあげることも必

要なのではないでしょうか。　

Ⅵ．まとめ
　看護の教育課程もコンピテンシー基盤型に転換

していかなければならない。しかしそれはコンテ

ンツの教育を等閑に付して達成されるものではな

い。「解剖生理学」のように，ともすると「暗記

科目」となりがちな科目はたくさんある。コンピ

テンシー基盤型の教育課程を構築するためには，

まずこのような科目の授業改善が必要になる。本

稿で紹介したように，知識と知識をつなぎ合わせ

ていくプロセスを含んだ授業方法がひとつのモデ

ルとなろう。そのようにして学んだことが，例え

ば臨床判断能力のようなコンピテンシーの獲得に

つながっていく。それを可能にする授業デザイン

と教育課程デザインが教員には求められている。

本稿では，コンテンツの学びを促しつつコンピテ

ンシー獲得につなげていく，そのモデルとなる授

業改善プログラムを提案した。そのために看図ア

プローチ理論と看図アプローチ先行研究を援用お

よび引用した。
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ださい。

注 2　本稿で紹介したのはワークショッププログ

ラムです。しかし，そのまま，あるいは少し

手を加えて，授業等のいろいろな教育場面に

組み込んでいくことができます。また，プロ

グラムの一部を切り取って活用することもで

きます。

注 3　本稿で紹介したプログラムは，日本協同教

育学会第 21 回大会ワークショップ（2025

年 9 月 13 日）および足寄町立螺湾小学校看

図アプローチ研究会ワークショップ（2025

年 12 月 23 日）において実践しました。本

稿で紹介しているように実走することを確認

しています。

2026 年 2 月 10 日　受付

2026 年 2 月 14 日　受理


